
 

 

 

 

 

 

期 日  1月 23日（土）～24日（日） 

参加数  15名   天候 1日目：曇り、2日目：快晴 

行 程  1日目  東京＝三島＝清水（昼食）＝三保の松原―散策＝（水上バス）日の

出桟橋―清水シティホテル―清水銀座・久松（夕食） 

     2日目  清水シティホテル―新清水駅＝草薙―日本平（昼食）＝久能山（東

照宮参拝）―久能海岸（イチゴ狩り）―東大谷バスターミナル＝静

岡駅（解散） 

 １日目 三島駅からローカル線で清水駅まで、途中吉原、富士あたりは車窓から製紙工 

場の煙があちこちに上っていてパルプの街の様子がよくわかります。清水の魚市場でのフ 

リータイムの海鮮丼がうまかった。三保の松原へは御穂神社で参拝して神の道を歩く。羽 

衣の松を見て三保海岸へ出たが、残念ながら富士山は姿を見せてくれません。三保半島の 

船着場から水上バスに乗る。真っ白なカモメが群がりエサに飛びつくのを見て歓声を上げ 

る。 

 次郎長の生家では山岡鐵舟の話を聞く。『空白の二日間「望嶽亭・藤屋」と清水次郎長 

』の若杉君の著書がおいてあり、改めて同僚の活躍を確認したしました。また、舟宿・末 

廣で、次郎長の生涯のビデオを視聴してあの浪曲師廣澤寅蔵の浪花節の任侠話にでてくる 

のは若いころの次郎長で、晩年は社会へ貢献したとのこと。英語塾まで開いたなんてびっ 

くりだ。宿に戻り銀座通りの食堂・久松で乾杯。たくさんの料理、特にマグロの刺身、多 

くて海苔巻きからはみ出ているあのマグが特にうまかった。 

 ２日目 今日は快晴。ホテルからしずてつ新清水で電車に乗る。車窓からたびたび白い 

富士山が見える。10分で草薙駅に到着。8 時 10 分出発。日本平まで 2 時間のハイング。 

草薙神社を経て、登山道になると広葉樹の落ち葉を踏みしめての気持ちもいい山行となる。 

日本平ホテルの庭園からは清水港の向こうに富士山が見える。ホテルのロビーでコーヒー 

タイム。その間に頂上付近にほんの少しかかっていた雲が取れて素晴らしい富士山になっ 

た。日本平レストハウスで軽食。サクラエビのてんぷらとそばを注文。大きなてんぷらは 

半分を塩で、残りはそばの上にのせて食べよとの助言通り食べたがまことにうまかった。 

ロープウエィで久能山へ、立派な東照宮に感激。外国人の観光客が多くびっくりする。 

 久能山から 1159段（イチイチゴクロウサン）の石段を下る。山内屋のイチゴ狩りの食 

べ比べでは完全に男性はノックアウトとのこと。50分歩いて大谷バスターミナルに到着。 

静岡駅で無事解散。初の CLのWさん、SLのMさん、Kさん、特に静岡支部のWさん、 

ご協力ありがとうございました。 

M記 


